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村のようす
(44. 2月1日現在）

世帯数 1,431戸
人口 7,581人
男 3,671人
女 3,910人
稼 46.62属面

第 40号

網集と発行

福島県石川郡玉川村役場

大越力夫
でんわ川辺 1•39•124

印刷所

須賀川市加治町69
有限会社円谷印 刷

夢
い
っ
ぱ
い
の
こ
と
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

三丘

昭和44年新入学児童園児

交通事故防止連動
-—弓廷·

実施期間 4月4日から4月20日まで

目 的 交通事故の発生は、毎年記録を更新し、

悲惨にして且つきびしい交通事情にあるが、なかでも児

童幼児の事故は依然として増加の煩向を見せるなど極め

て憂慮すべき奥況にある。このような環境下で、本年度

新入学期を迎えることになったが、これら道路交通に未

熟な児童固児を交通事故から守ると同時に正しく安全な

通行方法を指尊して馴致させることを目的とする。

推進機関 石川地方交通対策協巖会

石川地方各町村

石川地方各町村教育委員会

石川警察署

県交迎安全協会石川支部

石川地区自動車運転者会

みんな うこの
児童幼児の交通事故 （石川管内昭和43年度）
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男女の別 男 28 女 16 計 44

児童幼児の交通事故の原因

16人

6人

2人

＜
 

とびだし

駐車輛の陰から樅断

違反なし （同乗者）

左側通行

その他 4人 計

13人

2人

44人
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琵 1. 総親和総努カ一致、村発展に努力致しましよう。
荘

珪 ii
荘

註 1. 総合農業の確立に努力いたしましようし、 ！！ 

り1.毎月15日（午後）若い農業者の集いに必ず参加 旦
珪 ＂ ii いたしましよう。 月
RI 

琵 1. 定期の健康診断、予防接種を必ず受けましよう。 II 
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す
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台
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ロロロロロロロロロDDロロロロC□D の区法すしに共わ住

且祖雲雷雷雷解祖且 （蔵王) : 畠喜届塁旱走胃と畠汽臨喜鷹霜竺°贔厚昆亨悶
00ロロロロロロロロロ0ロロロロロロ 筵ど住出いそな扱方全‘に帳票で施 定るの国利

1aか月天候予報Iミり登方の整てをに一月替にら汀こし変民のるのつい式国四書法かは行 さこ行お便
れと政よを

: 誓旦胄:門閉 rt 冒五喜点鷹~悶 は青畠贔塁
3 月,.___,5 月..---·---•-·---·-·---

~ 
ま度従° 進‘こ事新か行住基入し、 律的理方し

この春は比較的温暖な日が多い見込みです 2 1れの い持との く帳類合のす配金国る区場転せ

が、天候の変動が大きく一時的な寒さの戻 り ＼ 
: を 転し村転まよ届た参印 際 出こ ¥__,I ,..... はでる給‘民こ町合居ん
渓 変 居たか入すう出し下 鑑 も生とを保‘異こ通選健と村は等が

や強風、おそ霜などのおそれがあります。 更届場ら届 o vこのまさを同‘に持険こ動と帳挙康に役十の‘

なお5月後半には中通りや浜通 りでは鷹り ；し 合こ な種する忘様死な参者れ届にも人保な場四異転
、た村° の他 る類° よれ‘亡りし証ら出なー名険りに日動入

や雨の日が現われやすくなる見込みです。 し 場 内 村の かは うな関のまて‘のをつ 斉 簿‘‘届以が‘
〔気 ： El) 合で に市

褪。住
1皿 と凡おい係届すい配関すてに‘国同出内 あ：，転

3 月 ： 月平掏では全般にやや高い見込＼ 所
転区 思そ 願で書出° た給係るい処米民時をにつ出
入町 わ次 いご類等 ゞ通 書場 る理の年にす市た ‘

みですが、月はじめころと下旬には一時寒さ し

の戻りがあるでしょう。
筵に ・6 5 . 4・.・ .3 (Iま届合世て更世じ死すでら.-ただめ住を玉で石する出る転他転

4 月：月平掏では平年並みかやや高い 本出° 帯氏届帯° 亡沿困なこかる民し川お川が届生場出市出

ですが、寒暖の変動が大き く特に下旬には一:な喜 喜羹婚忌 届苔喜贔嘉夜凰夏盆且塁二旦塵届角胃喜届

時冷え込みの強い日があ りおそ霜のおそれが す者 変 っ姻氏 出注と合役とを台合外し院の同戸 を村こ

あ ります。
筵がは 更た等名 生意がが場‘し帳にでた又須時籟 必への

5 月： 月平均ではやや高い見込みですし
‘原 す場に等 届下ああで出て法は出場は賀に法 要転村

ヽ
世則 る合よの とさりるわ生いの別生合実川しに と出か

が時々冷え込みの強い日が現われる見込みで、帯的 場やつ変 同いまのかした定に届で家やまよ すしら

す。
〔降水量〕

: はしご よのう迷りと偽 た関人にるすが法まで にをる主
~... たと従うでに惑ま罰の届ゞ係は備たる住律すす届なす者は

3 月：月はじめころまでは冬型の気圧 いがに来に届しすすせ届出け書印付め重民のがる出つるに‘
配置が残りますがその後は移動性高気圧にお＇ろ‘連の注出たるのら出をば類鑑てで要の規‘このて義代そ

思い新記住意はいこでれをし良をとあ‘な権定こと方い務わの
おわれやすく、天気は週期的に変わる見込み ろしさ民し遅とと‘るしない持前る用意利にれに法まがっ世

です。しかし、天気変化は全般に早いでしょ＇ないれ票て滞思のお規たか訳参にの紙義義よはなはすあて帯
封記住ては下しいな互定りつでし述ではを務る‘っ '0る‘に

う。また半ば過ぎに北高型の気圧配置が現わ:載民い世さなまいいもすたすてべ届役有に届こて書 こ届属

れる見込みなので、中通りや浜通りでは数日、事票ま帯いいすよにあるり°いた出場る関出のい面 と出す

曇 りや雨の期間がある見込みです。月の総最
：：：：：： 

し 制 せいまは四料 な間き画はたし発り一項
は会津ではやや少なく、中通りや浜通りでは 度以すなす少十条手りもる複戸のな行‘人がヽ
平年並みくらいでしょう。 ヽ

< 

の上るいがし四例数ま短こ写籟でけすい一多
概• ‘予の‘額年に料す縮と機 謄 すれるま枚<

4 月：移動性高気圧におおわれやす＜ 要住定でまが四よしま° でにで本がば場入のな

天気は週期的に変わりますが発達した低気圧ヽ
浚を民で後だ変月り‘ きなコの‘な合で個つ
お基す日決る一ま村 るりッよこら‘謄人た

が本邦付近を2個くらい通るので一時風雨の＼知本° お定と日すの こ若ピうれな手抄票入

強まるおそれがあります。月の総撮は全般に:信虞 讐と門誓~; L:;~ 畠麿ぢ9言は塁
平年並みくらいでしょう。

5 月：やや北に片寄つた高気圧におお: ご内た及 第の登かにな無な励し民がて派し

われやすいので、睛天は長続きしない見込で
にらびーで励録らないしけ行かの本もなま
役必世転あ行制‘つ上でれをも皆気‘制し

す。また月半ばころ発達した低気圧が日本悔筵 場ら帯人りを度いてに何ば守遅さに或度た

側を通る見込みなのでこのころ一時風雨が強:
にずの‘まおとまし‘の労っ滞んないがが
届‘異転す願同入ま無役多てながっはで、

まるおそれがあ ります。月の総量は会津では筵 け十動居° い様でう駄にくい く正て行きい

やや少ないですが、中通 りや浜通りでは乎年〉
ま四が等 す‘の訳なもした届確も政た＜
し日あ住 る届住で制立てゞ出に‘機とら

並みかやや多いでしょう。 J: 以っ所 次出民す度た効かの‘住関し立

し、
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水

脂

0体をつくつているもの

分 77.6%

肪 2-5%

0血液

全血量••…·体重の約 13 分の 1,,..._,14分の 1
血液のぎよう固する時問•….. 5分~14分で

始り12分,,..._,z4分位で完全にぎよう固する。

どの位出血すると死ぬか……血液全量の13

分の 1

蛋白質

塩類

20.0_% 

9.2% 

0肺

1 呼吸に吸入する空気の量•…••平均500cc

（約9合）

1日に吸入する空気の量……12,000,..._,

14,000 g位

肺活用・・・・・・男子3,000,..._,4,000

女子2,000,..._,3, 000 

呼吸を止めていられる時間……約 2分閤位

呼吸数…… 1分間に16---.,18回 （大人）

0心臓

脈膊数・・…・1分間70,,.__.,so (大人）

血圧……最禍血圧110---...,130ミリ位

最低血圧 50,....__,80ミリ位

血液が体を 1めぐりする速度……最少11秒

最大17秒位

どれ位心臓が停止すれば死ぬか……

3 ,,__, 8分位

0胃

胃の骰大容最……soo,,.__.,1,2oocc(拡張した

胃1,5()0,..._, 2, 000cc) 

0腸

陽の長さ……男子約7.9m、女子7.3m 

0膀腕

膀脱の通常容量……200,,.__.,400cc

1 日の尿量••…•男子 1,000,....__, 1, 600cc、女子

soo,,__,Lzoocc. 小児 (3---.,7オ）約700cc

0睡眠

1日平均睡眠時間……成人8時間、児童10

時間、幼児10時問、乳児20時間

どの位眠れるか••… .3 日位

三
月
三
日
午
前
一
時
ご

ろ
、
青
信
号
で
渡
っ
て
居

た
お
か
あ
さ
ん
と
お
姉
さ

ん
二
人
が
、
自
家
用
車
に
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＜
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。

ー
ー
青
信
号
で
渡
っ
て

い
た
の
に
ー
ー
i

と
思
'
?

と
く
や
し
く
て
た
ま
ら
な

い
。
た
と
え
、
青
信
弓
で

も
安
心
で
ぎ
な
い
の
だ
、

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
す

ぎ
る
ほ
ど
わ
か
っ
た
の
だ

DODDDODDOOOODDBB0088DDODOOODDDOOOODOBBDDDDOOB88BDDDDDDDDDDODODOOBB88000088 

国
に
い
る
お
か
ぁ
さ
ま

ロロロ
□

口
0
口
0
ロロロロロロ
0
O
D
ロロロロ
0
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
n

聞
こ
う
／
。
交
通
遣
児
の
こ
の
訴
え
ク
．
―

UDOOOLlDDDOODDDO88DODODOODDOOODDOODDDDODOODDOUDDODODDODDDDODDDDDOOOODOODOODDOOOOODOO 

に
強
い
打
撃
を
う
け
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。
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と
楽

し
い
家
庭
を
つ
く
ろ
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。
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。
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。
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青
信
号
が

魔
の
信
号
に

は
、
安
全
運
転
は
も
ち

ろ
ん
、
酒
ょ
い
運
転
な

ど
は
絶
対
に
し
な
い
で

ほ
し
い
。
特
に
朝
の
暗

い
う
ち
ゃ
、
夜
に
は
十

分
に
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
と
思
う
。

一
、
通
行
す
る
人
た
ち
は

青
信
だ
か
ら
と
言
っ
て

安
心
で
き
な
い
の
だ
か

ら
、
完
全
を
十
二
分
に

確
か
め
て
か
ら
渡
っ
て

ほ
し
い
。

一
、
横
断
歩
道
や
歩
道
橋

の
あ
る
と
こ
ろ
を
、
必

ず
渡
る
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
あ
る
。

私
は
ご
の
か
け
が
え
の

な
い
お
か
あ
さ
ん
を
奪
わ

れ
た
事
故
で
交
通
事
故
は

こ
ん
な
に
も
恐
ろ
し
い
も

の
か
、
と
又
、
こ
ん
な
に

も
か
ん
た
ん
に
人
命
を
奪

っ
て
し
ま
う
も
の
か
、
と

恩
っ
た
。

私
は
、
近
い
将
来
交
通

事
故
が
少
な
く
な
る
こ
と

年
々
増
加
す
る
交
通
事

故
に
よ
っ
て
、
い
ろ
ん
な

問
闊
で
な
や
ま
れ
て
い
る

人
達
が
多
く
、
こ
れ
ら
問

題
の
解
決
を
計
る
た
め
、

交
通
事
故
相
談
所
が
各
機

関
で
開
設
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
最
寄
の
相
談
所
は

次
の
所
で
す
。
尚
役
場
に

お
い
て
も
、
関
係
機
関
と

連
絡
を
取
り
相
談
に
応
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
庁
二
階
交
通
事
故
相

談

所

毎

日

郡
山
市
県
郡
山
事
務
所

内

毎

月

四

日

須
賀
川
市
体
育
館
内

毎
月
十
日

交
通
事
故
相
談
に
つ
い
て

の
方
は
常
に
安
全
運
転
に
ル
ー
ル
を
良
く
守
り
事
故

心
が
け
、
歩
行
者
も
交
通
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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交
通
事
故
に
あ
い
や
す

い
子
供
に
は
、
い
く
つ
か

の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
警

察
庁
科
学
警
察
研
究
所
の

宇
留
野
藤
雄
さ
ん
の
お
話

で
す
。
「
感
情
の
不
安
定
な
子
供

が
事
故
に
あ
い
や
す
い
第

一
の
タ
イ
プ
で
す
。
す
ぐ

泣
き
だ
す
子
、
お
こ
り
っ

ぽ
く
て
ふ
く
れ
る
子
、
が

こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
に
は
い

り
ま
す
。
二
番
目
は
、
小

さ
な
ま
ち
が
い
を
た
び
た

び
お
か
す
子
供
、
字
や
数

を
ま
ち
が
え
た
り
、
忘
れ

物
を
し
や
す
い
子
が
こ
の

タ
イ
プ
で
す
。
一
壬
一
番
目
は

非
常
に
積
極
的
で
、
何
で

も
先
頭
に
立
ち
た
が
る
子

供
で
す
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
子
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一

一

宮

島

と

広

島

溝

井

一

郎

叩

一

宮
島
に
渡
る
船
待
っ
朝
明
け
の
黒
き
海
よ

一
叩
り
の
風
は
冷
し

宮

島

の

鳥

居

小

さ

く

眺

め

ゐ

し

が

は

る

か

一

一
血
に
大
き
く
近
づ
く
船
に

，
狂
乱
の
叫
沢
聞
ゆ
る
如
く
に
も
若
き
男
女

i

の
楽
し
め
る
声

一
111

狂

乱

に

逝

き

た

る

死

を

ば

悲

し

ま

ず

シ

ャ

’

一

ッ

タ

を

き

る

人

の

幾

群

一

血

右

に

左

に

島

々

過

ぎ

て

せ

ば

ま

り

し

音

｀

戸

"

一

大

橋

今

く

ぐ

り

た

り

一
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一
月
四
月
は
、
就
職
進

＞
 

立
口

lヽ
 

ーク岩
法
寺

竜

崎

ク南
須
釜 店

介
く、＞`高

出
生
児
氏
名

関

根

由

香

関

根

か

お

り

村

越

英

和

小

林

ひ

ろ

子

小

林

宮

子

鈴

木

文

枝

松

寿松之夫

批
友英誡俊玩

ー星
名

1/ 1/孫長孫長続

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
二
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

男 女柄

供
に
は
こ
う
し
た
性
格
が

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

お
子
さ
ん
に
と
く
に
そ
そ

っ
か
し
さ
や
お
こ
り
っ
ぽ

さ
が
目
立
っ
た
り
、
調
子

に
乗
り
や
す
い
性
格
が
あ

っ
た
ら
、
人
一
倍
交
通
事

故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
だ
、
ご
く
普
通
の
子
で

も
、
子
供
は
―
つ
の
こ
と

に
夢
中
に
な
る
と
、
そ
の

瞬
間
に
は
外
の
こ
と
を
全

部
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
自
分
の

子
供
の
性
格
を
ま
ず
よ
く

見
き
わ
め
て
お
く
こ
と
、

子
供
は
大
人
と
ち
が
っ
て

と『
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一

九

州

の

旅

関

根

栖

泉

一

[

熔

岩

の

庭

に

春

日

の

暮

れ

な

じ

む

[

皿

き

ざ

は

た

血

段

畑

の

茶

も

芽

ぐ

み

を

り

畦

焼

け

り

[
う
み

血

麦

の

穂

や

夕

映

も

な

く

暮

る

る

湖

叩

[

夏

蜜

柑

実

の

毒

る

夕

日

の

恋

て

ゐ

る

[

鹿
児
島
城
山
を
想
ふ

〗
国
士
果
て
し
土
の
に
ほ
ひ
や
冬
す
み
れ

ま

血

杉

の

秀

に

疾

風

触

れ

お

り

春

の

星

叩

日

本

最

南

端

一

春

一

番

磯

に

の

け

ぞ

る

長

崎

斡
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衝
動
的
に
動
く
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
お
く
こ
と
、
そ

し
て
、
日
常
生
活
の
中
で

落
ち
つ
い
た
行
動
を
す
る

よ
う
に
く
り
返
し
教
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

(
N
H
K
郡
山
放
送
局
だ

よ
り
か
ら
）

学
な
ど
に
よ
り
、
住
所
を

異
動
さ
れ
る
人
の
多
い
月

で
す
。
郵
便
物
を
正
確
に

配
達
す
る
為
、
郵
便
局
に

郵

便

局

に

も

疇
鑓
を
お
出
し
下
さ
い

1
1
交

通

事

故

に

一

一

あ

い

や

い

子

供

1
1

差
出
人
の

郵
便
番
号
を

い
。
郵
便
を
お
出
し
に
な

る
場
合
は
宛
名
の
郵
便
平

号
と
差
出
人
住
所
に
も
、

自
分
の
村
の
郵
便
番
号
を

書
い
て
下
さ
い
。
先
方
で

ご
返
事
を
出
す
時
に
、
大

変
便
利
で
す
。

も
転
出
入
届
を
お
出
し
に

な
る
よ
う
望
ん
で
お
り
ま

す
。
お
届
け
さ
れ
た
人
の
部
落

郵
便
物
は
、
一
年
間
新
ら
？
蒜
生

し
い
住
所
に
転
送
い
た
し
＼
ぺ
J

高

ま
す
。
届
出
用
紙
は
、
本
南
須
釜

庁
文
所
の
窓
口
に
ぶ
E

い
た
し
て
あ
り
ま
す
。

一

9
i
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一
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

現
在
役
場
で
は
、
住
民

相
談
室
を
設
置
し
て
、
住

民
の
方
々
の
各
種
相
談
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽

に
。
相
談
に
お
い
で
く
だ

品
物
に
適
し
た
包
装
材
料

を
選
ん
で
完
全
包
装
に
し

て
お
出
し
下
さ
い
。
真
心

こ
め
た
贈
物
も
包
装
が
不

完
全
な
為
、
無
駄
に
な
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
小
包
の
包
装
に
つ
い

て
詳
し
い
こ
と
は
郵
便
局

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
川
辺
郵
便
局
）

さ
い
。
＼

＊
農
業
経
営
、
土
地
朦
備

農
地
関
係

＊
社
会
福
祉
関
係

＊
交
通
事
故
相
談
関
係

＊
納
税
関
係

住
民
相
談
室
を

利
用
し
て
く
た
さ
い

草揃増
死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

藤

常

雄

本

人

亨

の

父

井

タ

キ

富

吉

母

子

郡

平

つ

ね

夫

枝

義

正

タ

キ

ク

野

ヤ

ス

正

司

母

小
包
郵
便
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、
木
箱
や
段
ボ

ー
ル
又
は
犀
紙
な
ど
送
る

小
包
の
包
装
は
堅
固
に

し
て
お
出
し
下
さ
い

査
教
育
委
員
会

公

民

館

―
-
・
―
―
碁
将
棋
大
会

―
―
。
写

――・一八

の
集

スピー)--::CJ出しすぎ'L-J:-危険．

乙鐙

ニー
こつブし

＊
建
築
関
係

―-・―――― 

集
団
桑
園
造
成
打

合
会
月
例
監
査

農
業
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
運

営
委
員
会

―-・――七

l―
―
八
学
校
関
係
監
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ィ又

場
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ヽヽ体
育
指
導
員
会
月

＊
そ
の
他
の
問
題
等

先
月
の
日
誌
よ
り




